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国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

モザンビー
ク

C201 家畜飼育・飼料作
物

20～45
歳のみ 個別 新規 2年 ・2024/3 ・2025/1 ・

2025/2

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

農業・農村開発省

2）配属機関名（日本語）

ショクエ農業専門学校

3）任地（ ガザ州ショクエ郡 ） JICA事務所の所在地（ マプト市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ ﾊﾞｽ で 約 4.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

独立前の1961年に設立された農業・畜産分野の職業訓練高校。ガザ州内に私立を含め8校ある農業専門学校の一つで、
中等教育前期(8～10学年)を終了した16歳以上の男女を対象に、3年間のコースを運営している。実習を中心とした授業
を通して農業従事者(中級資格:高校卒程度)を育成している。教員数37名、生徒数536名、生徒のうち285名は敷地内にあ
る寮で生活している(調査時点)。年間予算は約530万円。45haの広大な敷地に実習用農園、圃場、各種家畜小屋(牛、豚、
ヤギ、羊、アヒル、鶏等)、学生寮、教員住宅などがある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

モザンビークは人口の約9割が農業従事者であり、その大半を占める零細農民の所得向上・貧困脱却のため、農家の生産
性向上と市場開発が重要な課題となっている。同校は、農業分野専門の従事者養成所として期待されているが、予算や
人材不足から教育環境の整備や授業・実習の改善が十分に進まずにいる。そこで、新たな知識と技術の導入を求め
てJICA海外協力隊の派遣要請があげられた。隊員には、同僚が実施する授業のサポート、疾病予防や予防接種等を含む
実習における効果的な家畜の生産方法に関する指導(主に牛、豚、鶏、ヤギ)及び同コースにおける課題・改善点等を配
属先にフィードバックし、授業の質の向上に貢献することが期待されている。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

畜産科目教員の一員として、現地教員と連携して以下の活動を行う。※関係者と対話し、必要に応じ柔軟に内容を変更
しながら活動する。
1. 週18時間程度の畜産実習、授業を担当する(授業時間は変更あり)。
2. 実習授業の改善に向けた提言を行う。
3. 畜産に関わる新たな知識、技術を同僚教員に紹介する。
4. モザンビークの畜産事情を分析し、競争力ある家畜飼育方法や家畜利用方法について提言を行う。
5. 家畜飼育環境の整備に協力する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務机、プリンタ、牛舎、豚舎、鶏舎など

4）配属先同僚及び活動対象者

【配属先同僚】
学校長:40代男性

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


同僚教員:20-50代男女
【活動対象者】
生徒約30名/クラス

5）活動使用言語

ポルトガル語

6）生活使用言語

ポルトガル語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）畜産学　備考：活動に必要

[経験]：（指導経験）2年以上　備考：活動上指導経験あ
りが望ましい

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（10～30℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
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